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★事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細。期間限定複数年度事業は全体像を記述）
【事業の内容】

【業務の流れ】

【主な予算費目】
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安全・安心に暮らせ
るまちづくりの推進

「こどもまんなか社会」
の構築

産業の共生による市経
済の持続的発展

（開始年度　　　　　　年度）
（　　　　　～　　　　年度）

市志合

③予算の主な増減の理由

データ取得方法

法令根拠

見込

(開始した背景・
きっかけ・今後の
状況変化・関係
者からの意見や
要望を含む)

成果指標

ウ

ウ

(3)評価の総括（成果向上の余地・事業費削減の余地）

(4)今後の事業の方向性

 4年度

460

1,224

1,224

 5年度

557

1,194

1,194

 6年度

500

1,469

1,469

 6年度

565

1,225

1,225

 7年度

560

1,226

1,226

 8年度

560

1,226

1,226

 9年度

560

1,226

1,226

10年度

560

1,226

1,226

(令和 6年度実績と令和 7年度計画) 令 和  7 年  9 月 1 0 日 更 新

二十歳を祝う会運営事業

   1 自治の健幸 教育委員会事務局 渡辺　良輔

   1 市民参画によるまちづくりの推進 生涯学習課 士野　恭奈

   1 地域づくり(まちづくり)人材の育成 生涯学習班 1514

一般  10   5   1    10333
単年度のみ 単年度繰返 18

 6年度で終了  6年度から開始
期間限定複数年度

毎年1月に式典を開催している。
式典は、対象者で組織する実行委員会を立ち上げ、企画・立案し、当日の運営を役割分担して行う。
式典の内容については、その年の実行委員会によって異なるが、主に1部の式典では市長式辞、来賓祝辞、記念品贈呈、実
行委員の誓いのことばなどが行われ、2部のアトラクションでは、恩師からのメッセージ、実行委員が自ら企画したものを
行う。

①実行委員の選出（HP,広報で公募）②実行委員会の開催（４回程度）③記念品の発注　④来賓等式典関係者へ出席依頼文
の発送⑤式典　⑥お礼状及び記念品等の発送　

委託料（手話通訳、会場設営）、消耗品費（装花代）、役務費（案内用切手代、実行委員会開催通知用切手代）、補助金（
二十歳を祝う会実行委員会）、時間外勤務手当

6年度事務事業の成果・実績
【目的】若者の郷土への愛着や地域貢献活動の意識の向上。
【内容】二十歳を祝う節目として、毎年1月に式典を開催した。式典は、対象者で組織する実行委員会を立ち上げ、企画・立案し、当日の運営
を役割分担して行った。式典の内容については、その年の実行委員会によって異なるが、主に 1部の式典では市長式辞、来賓祝辞、記念品贈呈
、実行委員の誓いのことばなどが行われ、2部のアトラクションでは、恩師からのメッセージ、実行委員が自ら企画したものを行った。
【実績】令和7年1月12日に総合センター「ヴィーブル」メインアリーナにて式典を開催した。565人が参加し、第一部では例年通り式典を執り
行い、第二部では、恩師によるメッセージと各校対抗のクイズ大会を行った。

7年度計画（次年度に計画している主な内容）
令和８年１月１１日に総合センター「ヴィーブル」メインアリーナで式典
を開催する。
内容については実行委員会で協議し決定する。

見積による会場設営委託料の減

二十歳を祝う会出席人数 人

人

少子高齢化により、若者が減少しており、地域に参加する若者がいない状況である。今後は、若者が参加したいと思うような自主講座の企画
や二十歳を祝う会の開催など、地域に入っていくようなきっかけづくりを行い、市の魅力を伝える必要がある。

廃止 縮小 事業のやり方改善 現状維持（従来通りで特に改革改善をしない）


